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沖縄について教えよう 
－平和的なコミュニケーション－ 
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沖縄の平和教育の展開 

Å  1945 敗戦後、GHQより四大教育改革指令が出される（軍国主義・皇国主義教
育の終了） 

Å   1961 沖縄戦終結の6月23日が沖縄で公休日となる 
Å   1975.6 沖縄県立平和祈念資料館の開館 
Å   1982 教科書問題(沖縄戦についての記述の減尐） 
Å   1986.6 那覇市「核兵器廃絶平和都市宣言」 
Å   1989  ひめゆり平和祈念資料館の開設 
Å   1993 沖縄県教育委員会『平和教育指導の手引き』発行 
Å   1994 沖縄県教育委員会「平和教育関連施設マップ」発行 
Å   1995.6 「平和の礎」の開設 
Å   1995.6  沖縄県「非核・平和沖縄県宣言」 
Å   1999  沖縄県平和祈念資料館の展示問題 
Å   2000.4 沖縄県平和祈念資料館の移設・新築 
Å   2002 沖縄県による沖縄平和賞（隔年）の授賞開始 
Å   2007.9.29 「教科書検定撤回を求める県民大会」を宜野湾市で開催 
Å   2008 沖縄県教育委員会「高等学校における沖縄戦の指導案事例集」の発行 
Å   2011  教科用図書の八重山採択地区協議会において公民教科書の選定が分裂 
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「平和教育」に関する取組状況調査結果 
（沖縄県教育庁 平成24年8月調査実施） 

○沖縄県下の小学校278校の中での取組 

Å一定の期間、図書館や空き教室で平和資料展(250) 

Å道徳で「慰霊の日」に関わって取り組む(247) 

Å授業の時間に地域人材を活用して集会(195) 

Å平和月間を設定している(151) 

Å学年で戦跡巡り(137) 

Å平和旬間を設定している(132) 

Å特別活動で「慰霊の日」の取組(131) 

Å総合的な学習の時間で「慰霊の日」の取組(124) 

Å授業時間に、映画やビデオの視聴(107) 

 



Å ₳ᴇἶ  
Å～The Peace Learning Archive in OKINAWA～ 

 

ÅサイトURL  The Peace Learning Archive in 
OKINAWA | 沖縄平和学習アーカイブ 

 

Å沖縄戦体験者102人の証言記録、182点の写真なら
びに地図を掲載している。 
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表１ 沖縄中学2年生の2012年調査の 
有効サンプル数 
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図１ 中学生の沖縄戦の様子の見聞 
（調査地区別分析） 
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図２ 小学生に対する沖縄戦継承のエイジェント
（調査地区別分析）（複数回答） 
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図３ 沖縄で戦争があったことについてどう思う
か（単数回答） 
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図４ 沖縄戦の様子や、その時の体験者の苦し
みについてどのように感じるか（単数回答） 
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図５ 沖縄の戦争体験を全国に伝えることが大
切か 
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図６ 沖縄中学生の4ヵ国に対する好感度
（沖縄中2012調査） 

32 



調査のまとめ 

○意識調査による知見 
Å 沖縄の中学生は「正義の戦争論」に反対する割合がさらに5ポイント高い。 
Å 90％以上の小学生と中学生が沖縄戦の見聞あり。沖縄本島が本島以外

（八重山群島など）よりも見聞が多い。 

Å 見聞の方法は、テレビ・戦争体験者・先生の方が、祖父母や父母（親族）よ
りも割合が高い。特に本島以外では、テレビが最も多く、次に学校教師か
らの見聞が高い。  

Å 伝えられる体験内容の多くは悲惨な戦場被害体験であり、印象に残った内
容で、最も多かったのが「集団自決」。降伏後のアメリカへ兵について中学
生の評価が高い。 

Å 沖縄戦は「人道上許せない」と正義感を示す小学生・中学生が多い。「悲惨
だ、人ごととは思えない怒りを感じる」と共感性を示す小学生・中学生もや
や多い。 

Å 沖縄戦の体験を日本全国の人に伝える意義を、7割以上の小学生と中学
生が認めている。 

Å 小学生と中学生の多くが平和な社会の形成に貢献したいと答えている。 

Å 沖縄の中学生は、日本の他都市やイギリスと比べて、平和貢献意識が強
い。だが、平和の形成に努力した人・団体名を知っている中学生について
は、割合が低い。 
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○一般化に向けた沖縄の事例 
Å(1)沖縄でも、テレビによる戦争体験の見聞が最も多

い。そして戦争体験者や学校教師を通しての見聞が
続く。2012年には「祖父母」からの見聞が、沖縄中学
生2012年調査で50%。これからは50%を切ると予測さ
れる。 

Å(2)1999年に沖縄県平和祈念資料館の展示問題が起
こった時、マスメディアの報道と人びとの関心の高まり
により、日本兵による住民虐殺や、強制による集団自
決の集合的記憶が県民の多くに定着する。それが文
科省の検定意見に対する2007年の県民全体の異議
申し立てに結晶化される。 
Å(3)沖縄戦の戦争体験の集合的記憶は、沖縄の中学

生に強い反戦平和意識を形成。全国の人々に沖縄戦
を伝えるべきとの認識を持つに至っている。 
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